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米 山 喜 晟＊
『デカメロン』 式額縁の基本的効果
まずここで私が ｢額縁｣ と称していることばは, 学術用語として用いられ
ている場合のイタリア語の corniceと一部重なっている｡ その場合のコル
ニーチェ (cornice) とは, 『伊和中辞典』 では ｢1.額, 額縁｣ を筆頭に７
つの意味が出ている内, 本来の ｢額縁｣ から派生した ｢4.《文学》(説話文
学の) 枠組｣ と訳されている用法である1)｡ ジンガレッリの 『イタリア語
大辞典』 2000年度版では, ｢5.文学作品の他の部分を配置し関係付ける部
分｣ と説明され2), 『DISC』 大辞典では ｢7.文学作品において様々なエピ
ソードや物語をつなぎ合わせる叙述上の理由付け (occasione)｣ と説明し
た後, ｢『デカメロン』 のコルニーチェ｣ という用例が記されている3)｡ た




今後の研究の便宜上, 私は本論における ｢額縁｣ ということばを, 上記





によって大きく異なっている｡ たとえば 『デカメロン』 式額縁から最も遠
い例として私がしばしば引用して来た, セルミーニの友人への手紙4) のよ
うなものから, 16世紀の半ばに相次いで現れたノヴェッラ集における, 私
が 『デカメロン』 式額縁と呼んでいる形式を忠実に採用したもの, そして
私が額縁と呼ぶ部分をさらに発展させて, ノヴェッラ以上の比重を占めさ




方に従って, 外枠 (そとわく) と額縁とに分解する｡ なおイタリア語で表
す場合, 本来枠組全体がコルニーチェと呼ばれていたという事実に基づい
て, 枠組そのものはやはりコルニーチェ corniceとし, 外枠は単にノヴェ








複雑な内容を含む額縁と区別するわけである｡ 『デカメロン』 にも ｢序｣



























ッラの会の ｢第１,２日｣ が開催されるが, ３日目は金曜日でキリストが
処刑された日であり, ４日目は女性が髪を洗い断食して休息する日 (安息
日) だからという理由で２日間は休みとされ8), ５日目の日曜日にノヴェ
ッラの会の ｢第３日｣ が再開される｡ 我々の常識では日曜日は休日のはず
だが, 『デカメロン』 ではこの日に一同は早朝転居を済ませ昼寝した後に,
ノヴェッラの会を再開している9)｡ 以下引き続いて月, 火, 水, 木の各曜
日にあたる, 実際の６,７,８,９日目に, ノヴェッラの会の ｢第４,５,６,
７日｣ が開かれ, 実際の10日目は２度目の金曜日, 11日目は安息日にあた
るので再び中断された後, 実際の12, 13, 14日目にノヴェッラの会の ｢第
８,９,10日目｣ が開かれて完成に至る｡ 『デカメロン』 は 『十日物語』 と
訳されている通り, 男女がノヴェッラを語り合った正味の日数は10日だと







オ｣ だけではなく, 他に ｢第４日｣ の冒頭の部分10) と ｢作者の結び





するための弁明を行っている｡ ｢緒言｣ と共にこれら二つの部分も, 当然
『デカメロン』 の外枠だと見なさなければならない｡ 私は 『デカメロン』
に関しては, 以上三つの部分からなる外枠とノヴェッラの本体を除いたす
べての部分を ｢額縁｣ と呼ぶことにする｡ 他のノヴェッラ集に関しても,
ほぼ同様の仕方で外枠と額縁を区分することが可能である｡ ただしその記
























ところで, 『デカメロン』 が書かれる以前のイタリアに, 『七賢人の書』13)
と呼ばれる作品が伝わっていた｡ この作品およびそれと同系統の作品に関
しては, 西村正身氏が驚異的な精力で 『七賢人物語』, 『賢人シュティンパ





井戸のモチーフが, 『七賢人物語』 の ｢第二の賢人の語る第二の物語｣ と
全く同じなので, ボッカッチョが読んでいた可能性が高いものである16)｡




って, 外枠なしで終わっている｡ この作品の額縁も, それぞれの物語が作
者によって書かれたのではなく, 何人かの人々によって語られたとしてい
る点では 『デカメロン』 と同様だが, その額縁が単に人々の集まりを束ね




















以上が 『デカメロン』 の額縁の基本的な性格であるが, この作品の成功
は同じ形式の模倣を誘発し, 早くも14世紀後半から始まり, とりわけ16世
紀にそうした作品が多数書かれることになった22)｡ そこで私は便宜上それ
に類した形式を一般的に 『デカメロン』 式額縁と呼ぶことにする｡ もちろ
んそうした作品の多くには, 『デカメロン』 の場合と同様読者への手紙に
類した外枠の部分も付いているが, そうした外枠とノヴェッラ本体を除い
た作品中のすべての部分こそ, 『デカメロン』 式額縁である｡ 何故ならそ








(１人をも含め, 時には人数が変化する) ある人数の語り手が, (１回をも
含めた) ある回数, 一定の聞き手たちを相手に交代で語った, という仮構
を用いて語られていて, しかもその中で語られた物語が, それらが語られ












第一章が, 今日でも基本資料としての評価が揺るがない｡ その序文は ｢中
世のノヴェッリスティカ｣ というタイトルがつけられていて, そこでは仏
教説話や東方の説話集 『カリーラとディムナ』, 『七賢人の書』 その他の作

















『七賢人の書』 に代表されるいくつかの翻訳を除くと, 『デカメロン』 以前
のイタリア語圏において, 真にオリジナルなノヴェッラ集の名に値するも





て, 監修者の序文を読む時, 少なくとも私には, 先の結論すら怪しく思わ
れてくる｡ といってもセグレとコンテの間に対立があるわけではない｡ ち

















コンテの校訂版の新しいところは, 私たちが今日 『ノヴェッリーノ』 と
して知っている作品の厳密な校訂版に加えて, その版が確立される前に存
在していたと考えているウル (＝原)・『ノヴェッリーノ』8) を復元して併
せて掲載し, それらの ｢フォンテ (典拠)｣9) をも示すと共に, 両作品の成
立年代を明らかにしていることである｡ そうした作業は, 今日までこれほ
ど明確な形では意識されていなかった一つの事実を, 私たちの前にかつて






もって進められたその復元は, 画期的な成果を 『ノヴェッリーノ』 研究に
もたらしたことを認めねばならないだろう｡ それがいかなるものであった




れてきた 『ノヴェッリーノ』 の原型ウル・『ノヴェッリーノ』 の母体は,




｢著者 (autore)｣12) と呼ばずに ｢編集者｣ と呼んでいる理由は, この作品
が今日の文学作品のように著者によって一作ずつ創作され執筆されたもの


















































少なくともそれとは別系統で, それよりも 『デカメロン』 に近い写本が,
『デカメロン』 の成立以前, すなわち14世紀の前半に存在していて, 『デカ
メロン』 の誕生にも影響を及ぼしていた可能性はかなり高いと言わなけれ
ばなるまい21)｡ しかし少なくともコンテが復元したウル・『ノヴェッリー




元したウル・『ノヴェッリーノ』 の枠組の部分は, 今日の 『ノヴェッリー
ノ』 とほぼ等しく, 冒頭の [１] の部分で, キリストは ｢心が溢れ出て言
葉となる｣ と語っているので, 精一杯言葉を使って主を褒めたたえるべき
だとし, 続いて言葉で心身を喜ばせることを勧め, そのお手本として ｢す
でに過去において多くの人々が行ったことに従って, ここで言葉と美しい
礼節と巧みな返答と見事な才知と立派な贈り物と素晴らしい恋の精華の覚




さらにもう一点忘れてはならないことは, この 『ノヴェッリーノ』 の出
現が, その後直ちにイタリア・ノヴェッラの発展に大きく貢献し, 新しい
ノヴェッラが次々と生まれ出る契機になっていたわけではない, という事







柄である｡ 他方 『デカメロン』 の出現後には, たとえばディ・フランチャ












それに 『デカメロン』 出現以後の状況において, その圧倒的な影響力に抵
抗するかのように, サッケッティの 『三百話』28) に代表される, ウル・『ノ
ヴェッリーノ』 に似て額縁に当たる部分がなく, 外枠だけしか持たない存
在が誕生したことも事実なのである｡
それにもかかわらず, 『ノヴェッリーノ』 であれ, ウル・『ノヴェッリー
ノ』 であれ, まだイタリア・ノヴェッラの伝統と呼び得るほどの作品群を
生み出すことができなかったという事実は, 決して軽視してはならないだ
ろう｡ 要するに 『デカメロン』 の出現によって初めて, 14世紀後半に続々
とノヴェッラ集が生まれる契機がもたらされたのである｡ またそれ以後の
作品には, すべてなんらかの形で 『デカメロン』 の強い影響が認められる














かる｡ その一つは 『ノヴェッリーノ』 には外枠しかないのに対して, 『デ
カメロン』 には外枠の他に, 前章で見たとおり額縁が存在していることで
ある｡ もう一つは 『ノヴェッリーノ』 の各ノヴェッラに比べて, ごく一部








れにもかかわらず, 従来のボッカッチョや 『デカメロン』 の研究において

















の作品のために 『デカメロン』 式額縁を選択した, という印象を受けるの
ではないだろうか｡
だがはたしてボッカッチョには, そういう選択の自由が許されていたの

















ボッカッチョが 『デカメロン』 式額縁を発明した, と私が主張するさら
に大きな二つ目の理由は, 『デカメロン』 式の額縁が完成する以前に, ボ
ッカッチョがそれに類した場面設定を何度も試作しているという事実であ




1336年前後に, 『フィローコロ』4) という作品を書き残している｡ ぺージ数
のみを単純に比較すると 『デカメロン』 のほとんど３分の２に近い長編だ











































ボッカッチョが 『デカメロン』 式額縁に似た, 登場人物が交互に物語を











リオを皮切りに, ロンガーニオ, その隣の美しい婦人, メネドン, クロニ
コ, 茶色の服の美女, カレオン, ポーラ, モントーロ公爵, アスカリオン,






没と共に終わるところまで, モンダドーリ版の 『フィローコロ』 では第４






















法廷｣16) である｡ たとえばアンドレ・ル・シャプランの 『恋愛術』 の第２
部には, ｢当時の著名女性による ｢愛の判例｣, または恋愛法典ともいうべ
き ｢愛の規則｣ が述べられ｣ ていて, ｢これが12世紀に恋愛法廷と呼ばれ
るものが実際に存在した有力な証拠｣ だとされているが17), ボッカッチョ
もそうした先例に従いながら一種の恋愛法廷をここで繰り広げているわけ













から４人の美女, アレイラム, アセンガ, アイラム, アンナヴォイが, 自
分の美貌を誇り, 太陽神アポロを含めた男性からどれほどはげしく愛され
たか, またそれに応えずにどれほど相手を苦しめたかを自慢しあったため























前から 『アメート』26) とも呼ばれている作品である｡ この作品こそボッカ
チョが 『デカメロン』 執筆以前に, その額縁に似た場面設定を試みたもう
一つの作品である｡ 『アメート』 は散文と詩の混合体で, まず散文で語ら













名する順に, モプサ, エミーリア, ディアノーラ, アクリモーニア, アガ
ペス, フィアンメッタ, そして彼の恋人のリーアという７人のニンフたち




















































Ｃ. 『アメート』 の恋愛体験の告白｡ 主人公のアメートが司会者役を押し









以上の３つの場面設定Ａ, Ｂ, Ｃは, 作者が直接語るのではなく, 作者
が設定した別の人物の口から何らかの物語を語らせている, という点で共
通しており, それは私たちが本論で論じている 『デカメロン』 式額縁 (以
下でＤとする) とも共通した形式である｡ こうした類似に基づいて, これ
らの３つを 『デカメロン』 式額縁に至る試行錯誤の跡だと見なしても差し
支えないであろう｡ こうした試行錯誤が行われている以上, ボッカッチョ













おり 『フィローコロ』 にも二人のフィアンメッタが登場し, その一人は通
説でマリーア・ダクィーノと見なされているアンジュー王家の庶出の王女
であり, もう一人はフローリオが流れ着いたナポリの宮廷で女性たちを率














に関する通説を ｢フィアンメッタの魅惑的な神話｣4) と名付け, それに該
当する人物はアクィーノ家の文書には全く見当たらないとして, ｢フィア
ンメッタのプロフィールは全くフィクションであることが明らかにされ
















たちへのサービスにこれ努めている感の強い 『フィローコロ』 こそ, まさ
にそうした作品の一つだったと見なすことが可能だろう｡ この作品が第一


































フィレンツェに帰国したボッカッチョは, 『アメート』 別名 『フィレン
























これら三度の試みの後に, いよいよ 『デカメロン』 式額縁Ｄが出現する｡





として, 満を持して世に問うた作品 『デカメロン』 において額縁Ｄを用い















いて, Ｂ, Ｃにおいて確認されていたものであった｡ その効果とは, まず
1) 複数の, 2) 作者とは別人の, 3) 口を通して話を語らせることによっ
て生じるもので, それに額縁Ｄでは 4) 繰り返し反復させる, という要素
が加わることとなった｡ すなわちその効果とは, 1) 複数性, 2) 他人性,
3) 口承性, 4) 語り手の反復性と呼ぶことが可能なもので, その中でも特
に顕著な効果を発揮した最初の３つの特質は, 『フィローコロ』 中の場面
設定Ａ以来いずれの場面設定にも一貫して認められるものである｡ 中でも
3) の口承性は特に大きな意味を持っていた｡ さらに額縁Ｄは, 近年体験
したばかりのペストの惨状をその中で描写することによって, ｢同時代の
写実｣ という新しい要素を取り込むことになり, これまでの特性に加えて,





の 『饗宴』 の第一論文14) で, 彼はその作品を自作のカンツォーネの注解と
いう形で書き進める意図を有し, その作品の散文の部分をラテン語ではな
く俗語 (イタリア語) で記すことに関して５章以下13章までの９章, 第一
論文の後半 2/3 の紙数15) を費やして弁明しているという事実である｡ も
ちろんその後の半世紀でイタリア語散文は発展したが, すでにノヴェッラ
について見たとおり, それは目覚ましい発展とは言い難いものであった｡
そうした状況を一挙に打開したのは 『デカメロン』 の出現で, 閉塞状態に
突破口を切り開いた道具はその額縁だったのである｡





散文的な格調高い文体を実現している一方17) で, それとは ｢反対方向の文














二つの ｢口承性｣ は厳密には同義ではなくとも, 緊密に対応しあっている
のである｡


















勿論前章で見た通り, 『デカメロン』 式額縁がもたらしたものは, 口承
性以外にもいろいろあった｡ たとえば複数の他人の口を通す, という虚構
がもたらした効果, ｢複数性｣, ｢他人性｣ が 『デカメロン』 に与えた効果
も絶大であった｡ そしてまだほとぼりが冷めないペストの騒動を額縁に取
り入れたことによって, 『デカメロン』 の世界は, 古代末期のスペインと
地中海世界を扱った 『フィローコロ』 や, ニンフたちが登場する架空の世
界が混在するトスカーナから, ボッカッチョとほぼ同時代のヨーロッパと




であるＣ, そして 『デカメロン』 全体の構造としてのＤへと導く原動力の
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鳥居著 『イタリア・ノヴェッラの森』 (大阪, 1993), 5883ページ所収｡
16) 注13)の4752ページ参照｡ そのイタリア語版は注15)の第13話, 7880ペー
ジ参照｡ それは夜遊びをして家から締め出された妻が, 身投げすると叫んで
井戸に石を投げ込み, 助けに出た夫を締め出す話である｡
17) この点に関しては J. H. Potter, Five Frames for the Decameron, Communica-
tion and Social Systems in the Cornice, Princeton 1982の pp. 159において,
Hans-	
が 『デカメロン』 の額縁と 『七賢人の書』 のそれとを
比較した説が紹介されている｡ Potterによると, 	
は 『デカメロン』
の額縁も, 広義では ｢入れ子 (chinese box)｣ の一種と見なすことが可能で
はあるが, いかなるプロットもいかなる明解な結末も有していないのでより
近代的である, と評価している｡ さらに額縁の機能を具体的に比較した論文
に, M. Picone, Tre tipi di cornice novellistica: modelli orientali e tradizione
narrativa medievale, in Filogia e Critica, a. XIII 1988, fasc. I pp. 326があり,
そこでは額縁は, 機能に基づいて 1) 死の危険などをさけるために, 時間稼
ぎに語られる物語 (『七賢人の書』), 2) 王族に属する弟子を教育したり, 思
想に目覚めさせる物語 (『パンチャタントラ』), 3) 旅の苦労を和らげるため










21) イブヌ・ル・ムカッファイ著, 菊地淑子訳, 『カリーラとディムナ ア
ラビアの寓話』, 東京, 1978, (平凡社, 東洋文庫331) 参照｡
22) 拙稿, 紙の上の宮廷 中世・ルネサンス期イタリアにおけるノヴェッラ
集の枠組の変遷 , 『イタリア学会誌 XL』, 東京, 1990, 4469ページ所
収参照｡
第二章
1) Letterio Di Francia, Novellistica, Milano, 1924, Casa Editrice Vallardi.
2) ペトルス・アルフォンシ著, 伊藤正義訳, 『賢者の教え 中世スペイン
説話集 』, 東京, 1993, 岩波ブックサービスセンター, および西村正身
訳, 『知恵の教え』, 広島, 1994, 渓水社｡
3) 教会のミサの説教の際などに, 神父が語ったさまざまな具体的実例のこと




4) イタリア最古のオリジナルなノヴェッラ集｡ 『デカメロン』 にも影響を及
ぼしていて, 村松真理子, 『ノヴェッリーノ』 に見る DUECENTOの物語
『ノヴェッリーノ』 第51話と 『デカメロン』 I-9, 『イタリア学会誌 XL』,
東京, 1990所収, は両作品を比較した論文である｡
5) A cura di C. Segre, La Prosa del Duecento, Milano-Napoli, 1959, Ricciardi.
6) A cura di A. Conte, Il Novellino, Roma, 2001, Salerno Editrice.
7) A cura di G. Favati, Il Novellino, Genova, 1970, Fratelli Bozzi. 特にその




8) ウル・『ノヴェッリーノ』 は, 注 6)の書の163264ページ｡
9) ｢フォンテ (典拠)｣ は同書301394ページ｡




11) compilareには ｢編集する｣ その他の意味がある｡
12) autoreは, 英語の authorと同意で創作者, 著者, 創造者の意味｡
13) tesoro, tresorは中世イタリアの百科事典によく用いられた名称｡
14) fiore ｢花｣ は, アンソロジーによく用いられた名称｡
15) 『ノヴェッリーノ』 は, かつて Cento Novelle Antiche (杉浦明平氏の翻訳で
『古譚百種』 と訳された) の別名を持っていたことからも推測される通り,
最初から 『神曲』 と同様100編で成り立っていたと考えられていたが, ウル
・『ノヴェッリーノ』 には85編しかない｡
16) モデュロ (modulo) は手本, 標準を意味し, ここでは ｢原型｣ か｡
17) Dizionario Enciclopedico Italiano Vol. I (1970) の569ページおよび Id. Vol. IV
の724ページによると, アラビア数字がヨーロッパに初めて採り入れられて
普及したのは, ピサ市民レオナルド・フィボナッチの 『算盤の書』 (Liber
abbaci, 1202) を通してであった｡ したがって13世紀末から14世紀初頭のフ
ィレンツェにはかなり普及していたらしい｡
18) 『ノヴェッリーノ』 の中でも最もユニークな作品の一つで, 本章の注 6)の
書の425 ページおよび20810ページに収録されている｡
19) 同書278ページに, 『ノヴェッリーノ』 の写本の系統樹が見られる｡
20) 順番を表す数字には, ローマ数字を用いるのが普通だから｡
21) 本章注 4)の村松論文で 『デカメロン』 I-9 と比較されている 『ノヴェッリ
ーノ』 の作品51に対応するノヴェッラは, ウル・『ノヴェッリーノ』 には見
当たらないが, それを含む別の写本が存在したはずである｡
22) 本章の注 6)の書の 34 ページ参照｡
23) Francesco da Barberino (12641348) はフィレンツェ領域部のバルベリー
ノ出身の公証人, 詩人, 著述家で, 『愛の教え』, 『婦人の振舞と習慣』 など
の著書で婦人の教育などを論じた｡
24) Domenico Cavalca (12701342) はピサのドメニコ派の修道士で, 聖人伝
や 『十字架の鏡』 など信仰のための散文を書き残した｡ 同志社大学 『人文学』
172号 (2002) に石坂尚武氏訳の ｢ドメニコ・カヴァルカ説教例話選集 (1)
(副題略)｣ が掲載されている｡
25) Jacopo Passavanti (130057) は, フィレンツェのドメニコ派修道士で, 彼
国際文化論集 №34
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の説教を集めた作品に, 『真の改悛の鏡』 などがある｡ 同志社大学 『人文学』
168,169,170号 (2000～2001) に石坂尚武氏訳のパッサヴァンティ 『真 (ま
こと) の改悛の鑑 (1)(2)(3)』 が掲載されている。
26) Novellistica, op. cit., pp. 174300, Cap. III, Gli epigoni di Boccaccio.
27) C. Segre, La novella e i generi letterari, in “LA NOVELLA ITALIANA ― Atti
del convegno di Caprarola 1924 settembre 1988”, Tomo I, Roma, 1898, の48ペ
ージに記された, ノヴェッラの ｢最小限度の定義｣ によると, ｢ノヴェッラ
とは, (fabliau, lai, novaと違って) 一般的に散文により, (イソップ童話と
違って) 人間を登場人物とし, (fiabaと違って) 実際にありそうだが, 一般













1) 『デカメロン』 の枠組と額縁に関しては, 第一章の注17)の Potterの著書
の注に, ４ページ (158161ページ) にわたってさまざまな立場が紹介され
ている｡ さらにイタリア・ノヴェッラ全般の額縁に関しては, 本論第二章の
注27)に挙げた学会報告 “LA NOVELLA ITALIANA” (103118ページ) 所収
の Michel Plaisance, Funzione e tipologia della corniceや, 第一章の注21)の
私の論文などで一応の知識が得られる｡
2) その論文のについては第一章の注17)の後半参照｡
3) フィレンツェの領域部チェルタルド出身の商人, Boccaccio (偉大な息子
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録されている｡ G. Boccaccio, a cura di V. Branca, Filocolo, in “TUTTE LE
OPERE DI GIOVANNI BOCCACCIO, Vol. I, 1967, Mondadori.
5) 前注の全集で本文のみを比較すると, 『デカメロン』 は962ページ, 『フィ
ローコロ』 は615ページなので 2/3 には多少足りない｡
6) 注 4)のテキストの381454ページ.
7) Id., pp. 6566. 同書の第１巻第１章｡
8) 以下は日本フランス語フランス文学会編, 『フランス文学辞典』, 東京,
1974, 白水社, 651ページの記述による｡
9) 同書の同箇所による｡
10) 本章注 4)のモンダドーリ版第１巻所収の 『フィローコロ』, 第４卷, 第137
章, 527ページ｡ (L. IV, Cap. 137, p. 527)
11) Id., L. V, Cap. LIII, pp. 617sgg.




13) Id., L. IV, Cap. IX, pp. 371 sgg.
14) このフィアンメッタの初登場は同第４巻16章 (380ページ)｡ なお本論は次
章の最初の部分で, この名前の問題を取り上げる｡
15) 問答全体は同第４巻の381454ページ (L. IV, pp. 381454), フローリオが
関係しているのは第1922章, 384から388に及ぶ４ページ半ほどの部分であ
る｡
16) 『フランス文学辞典』, 前掲書, 865ページの ｢恋愛法廷｣ の項および同書
864ページの ｢恋愛術｣ の項参照｡ この問題については, クセジュ文庫 (白




17) 『フランス文学辞典』, 前掲書, 864ページからの引用である｡
18) 本章注 4)の書物の57487ページ｡ たとえば 『デカメロン』 以前の他の２
つの額縁の試みは, G. Boccaccio, DECAMERON･FILOCOLO･AMETO･
FIAMMETTA, A cura di Enrico Bianchi-Carlo Salinari-Natalino Sapegno, Milano-
Napoli, 1952, Ricciardiの中に完全に収録されているが, この短い試みだけは
この書物の 『フィローコロ』 の抄録からも省かれている｡ またこの部分に触
れた記述は他の枠組や額縁を論じた文章にも見当たらないようである｡
19) 女性の擁護者として知られていたボッカッチョが, 1364～5 年ごろに故郷
チェルタルドに引きこもって書いた, 女性を非難した作品｡
20) Ruggero Romano, TRA DUE CRISI: L’ITALIA DEL RINASCIMENTO,





R. S. Lopez, Hard Times and Investment in Culture, in The Renaissance Basic









ENCICLOPEDICO ITALIANO, IV, Roma, 1970, p. 270)｡ この事実から, 逆
にこの王がいかに巨額の軍資金をフィレンツェの銀行から借りていて踏み倒
したかが推察できるであろう｡
23) 注 4)の全集第１巻所収 (1203ページ) の V. Brancaが記したボッカッチ
ョの 『小伝』, GIOVANNI BOCACCIO PROFILO BIOGRAFICO, 51ページ｡
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24) Id., p. 52.
25) Id., p. 53.
26) 本文は注18)のリッチャルディ版 『ボッカッチョ作品集』 の903ページから
1057ページに収録されていて, 901ページのタイトルは, L’AMETO O
COMMEDIA DELLE NINFE FIORENTINEと記されている｡ なお同作品に
関しては, Giovanni Boccaccio, L’Ameto, translated by Judith Serafini-Sauli, New
York & London 1985, Garland Publishing, Inc. という英訳本も参照した｡
27) 注18)のリッチャルディ版の9035 ページ参照｡
28) Id., pp. 90941.
29) Id., p. 948.
30) Id. すなわち注18)のリッチャルディ版のこと｡
31) Id., p. 1046.
32) Id., pp. 10468.
33) Id., pp. 104951.
34) Id., pp. 105153.
35) Id., pp. 1056. 献辞の相手は Niccolo di Bartolo del Buonoというフィレンツ
ェ人｡ 注26)の訳者セラフィーニ・サウリによると, この人物は, 1360年に
ピーノ・デ・ロッシと共にグェルフィ党に対する陰謀を企てて, フィレンツ
ェで処刑された｡
36) Id., pp. 949957.
37) Id., p. 951.
38) Id., pp. 10271042.




1) 第三章注23)の 『小伝』 の2728ページなど｡特に彼女がロベルト王の娘だ
としアクィーノ家との関係を記しているのは, 第３章注18)で記した作品
L’AMETOの第35章の記述である｡




3) 第三章注 4)で記したモンダドーリ版の 『ボッカッチョ全集』 第１巻に収
録された 『フィローコロ』 の6566ページ｡
4) Id., p. 27. 同じ書物だが, 『小伝』 の部分に記されている｡
5) Id., p. 28.
6) 拙稿, 『神曲』 と中世における文学享受法の三つの型, 『京都産業大学論集』
外国語と外国文学系列 第４号, 京都, 1975所収｡
7) Potter, op. cit., 159ページおよび第三章注18)参照｡
8) 本章注 1) 『小伝』 66ページの記述｡ なおモンダドーリ版全集第１巻では,
『小伝』 も 『フィローコロ』 も, それぞれ１ページから始まる｡









11) 前章注23)の 『小伝』 の81～95ページ参照。
12) 『デカメロン』 第１日の冒頭から第１話が始まるまでの部分｡
ブランカ博士が監修したモンダドーリ版全集第４巻では以下の通り｡
DECAMERONE, op. cit., Giornata I, Introduzione, pp. 931.
13) Paola Manni, Storia della lingua italiana ― Il Trecento toscano, Bologna, 2003,
il Mulino, p. 317.
14) Dante Alighieri, Il convivio, in OPERE MINORI di Dante Alighieri, Torino,
1986, UTET, pp. 65100.
15) Id., pp. 77100. 第一論文全36ページ中の24ページ｡
16) P. Manni, op. cit., pp. 31425.
17) Id., p. 318.
18) Id., p. 319.
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19) Id., pp. 319 sgg.
20) アイロニーについては, 同書, 319ページ参照｡ しゃべり言葉の模倣は321
ページ, 方言は322ページ, 田舎者の言葉は323ページ, パロディーやもじり
は324ページ｡ こうした多彩な表現の大部分は, 若い人々のおしゃべりとい
う場面設定のおかげで成立したものである｡ おそらく 『デカメロン』 には,
辞書を引きながら読んでいる私たちには理解出来ない, とてもおかしい部分
が無数に隠されているはずである｡
21) 注13)に記した P. Manniの著書はフランチェスコ・ブルーニが監修した
｢イタリア語史｣ 双書の第２巻として刊行されており, 扉の裏でブルーニが







イタリア語化が進んでいたとされている。B. Migliorini- I. Baldelli, Breve
Storia della Lingua Italiana, Firenze, 1966, Sansoni, pp. 1415.
国際文化論集 №34
― ―42
